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平成 29 年 11 月 14 日 

各  位 

会 社 名 イ メ ー ジ 情 報 開 発 株 式 会 社 

代 表 者 名 代 表 取 締 役 社 長  代 永  衛 

（コード番号 3803） 

問 合 せ 先 常務取締役経営管理室長  佐藤 將夫 

（TEL：03-5217-7811） 

 

特別損失の発生、第２四半期連結業績予想値と実績値との差異 

ならびに通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 当社は、業務提携先への債権に対して貸倒引当金を特別損失に計上いたしました。この影響

も含め、平成 29 年５月 12 日発表の平成 30 年３月期第２四半期連結業績予想値と実績値との

差異について、ならびに通期連結業績予想の修正について、下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

 

１．特別損失の発生 

（１）特別損失の発生及びその内容 

  当社は、当第２四半期連結累計期間において、株式会社北栄への債権全額に対して貸倒引

当金 315 百万円を特別損失に計上いたしました。同社は沖縄県において海砂の採取、販売

を行っておりますが、大型案件の遅延や所有船舶の修繕により債権の回収が滞っているこ

とから前連結会計年度において 188 百万円の貸倒引当金を計上し、当社が保有する同社株

式に対して投資有価証券評価損 19 百万円を特別損失に計上しておりました。 

当第２四半期連結累計期間におきましても、同社の事業環境は良好なものの、船舶の増

設が実現できず、予定しておりました債権の回収が滞っており、回収可能性を合理的に説

明することができないことから、会計監査人と協議した結果、同社への債権全額に対して

貸倒引当金を計上するとの結論に至りました。現在は船舶が稼働しており、また大型案件

に対する海砂の供給が平成 30 年には開始する見込みであることから、同社では船舶の増設

の準備を進めており、今後も引き続き債権の回収に務めてまいります。 

 

（２）業績へ与える影響 

  上記の特別損失については、本日（平成 29 年 11 月 14 日）公表の「平成 30 年３月期第２

四半期決算短信〔日本基準〕（連結）」に反映しております。  
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２．平成 30 年３月期第２四半期連結累計期間の業績予想値と実績値との差異 

（１）平成 30 年３月期第２四半期連結累計期間の業績予想値と実績値との差異 
（平成 29 年４月１日～平成 29 年９月 30 日） 

 （単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属 

する四半期純利益 

１ 株 当 た り 

四半期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 436 25 25 25 15 円 25 銭 

今 回 実 績 （ Ｂ ） 416 5 6 △308 △185 円 40 銭 

増 減 額 （ Ｂ ） -（ Ａ ） △20 △19 △19 △334 ― 

増 減 率 △4.6% △76.8% △74.7% ― ― 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 29 年３月期第２四半期） 470 △22 △20 △24 △14 円 86 銭 

 

（２）差異の理由 

 売上高では、開発スキルの向上と外部人材リソースの活用を実施しましたが、前回の予想

を 4.6％下回る結果となりました。 

 営業利益および経常利益は、コンサルティング／設計／構築分野で売上原価率が上昇し、

前回の予想を下回る結果となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益におきまして

は、前記の特別損失を計上したことにより、前回の予想を大幅に下回る結果となりました。 

   

３．平成 30 年３月期の通期連結業績予想の修正について 

（１）平成 30 年３月期の連結通期業績予想の修正 

（平成 29 年４月１日～平成 30 年３月 31 日） 
（単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属

する当期純利益 

１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 883 61 61 52 31 円 79 銭 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 1,021 34 34 △290 △174 円 61 銭 

増 減 額 （ Ｂ ） -（ Ａ ） 138 △27 △27 △342 ― 

増 減 率 15.6% △44.3% △44.3% ― ― 

（ ご 参 考 ） 前 期 連 結 実 績 

（ 平 成 2 9 年 ３ 月 期 ） 804 △49 △42 △255 △153 円 10 銭 

 

 (２) 通期連結業績予想修正の理由 

売上高では、平成 29 年 10 月に株式会社アイデポルテ（エクストップエスオー株式会社

から商号変更）を子会社化したこと等により上方修正することといたしました。 

  営業利益および経常利益の下方修正につきましては、コンサルティング／設計／構築分

野における一部取引先からの収益が計画を下回る見込みであることから下方修正するこ

とといたしました。 

  親会社株主に帰属する当期純利益におきましては、前記の特別損失を計上したことによ

り、大幅に下方修正することといたしました。 

（注）上記の通期連結業績予想は、現時点における入手可能な情報に基づいており、実際の業

績は様々な要因により予想値とは異なる可能性があります。 

以 上 


